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広島県における労働災害発生状況の推移�

業種別死傷災害（平成20年）�

全産業における労働災害発生状況の推移�

（死亡災害及び休業４日以上の死傷災害）�
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　その他�
945人、27％� 製造業�

1,121人、�
34％�

商業388人、�
11％�

建設業432人、�
13％�

運輸交通業�
467人、14％�

全産業�
3,331人�

全　産　業（死亡災害及び休業４日以上の死傷災害）�

　平成20年の事故の型別、起因物別、規模別、年齢、災害の程度別の労働災害発生状況�

　（1）事故の型別労働災害発生状況　　　　　  （2）事故の起因物別労働災害発生状況�

�
事故の型別（3,331人）� 起因物別（3,331人）�

□転倒 611人� □墜落・転落 581人� □仮設物・建築物・構築物等 805人�

□動力運搬機 400人　□用具 294人�

□乗物 257人　　　　□材料 235人�

□一般動力機械 199人�

□入力機械工具 195人�

□荷 188人　　  □金属加工用機械 119人�

□環境等 99人    □木材加工用機械 101人�

□その他 439人�

�

�

□挟まれ・巻き込まれ 515人�

□動作の反動・無理な動作  336人�

□切れ・こすれ266人�

□激突され 247人�□飛来・落下 237人�

□交通事故 236人�□その他 291人�

100

80

60

40

20

0

死亡災害�

広島労働局（平成20年 確定分）�



（10） 建災防広島　第３種郵便物認可　平成21年５月10日発行　第500号

建　設　業（死亡災害及び休業4日以上の死傷災害）�

建設業における労働災害発生状況の推移�
1,000

800

600

400

200

0

25

20

15

10

5

0
11年� 12年� 13年� 14年� 15年� 16年� 17年� 18年� 19年� 20年�

811
789

759
656

596 617 566
513 504

432

18
21

18

11

7

23

13

6

12

7

　平成20年の事故の型別、起因物別、規模別、年齢、災害の程度別の労働災害発生状況�

　（1）事故の型別労働災害発生状況�

事故の型別（432人）�
□墜落・転落 145人　　　　　　　  　　□飛来・落下 53人　　　　  □切れ・こすれ 46人�
□挟まれ・巻き込まれ 42人　　　　　　□転倒 40人　　　　　　　  □激突され 37人�
□動作の反動・無理な動作 24人　　　　□激突 14人　　　　　　　  □その他 31人�
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規　模　別（3,331人）�

　（3）事故の規模別労働災害発生状況�
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年　齢　別（3,331人）�

　（4）年齢別労働災害発生状況�
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災害程度別（3,331人）�

　（5）災害の程度別労働災害発生状況�
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分会別
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分 会 別 災 害 発 生 状 況（死傷病報告による）
広島労働局（平成20年　確定分）
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 （2）事故の起因物別労働災害発生状況�
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災害程度別（432人）�

　（5）災害の程度別労働災害発生状況�
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　（4）年齢別労働災害発生状況�
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規　模　別（432人）�

　（3）事故の規模別労働災害発生状況�
�

　死傷災害432人を被災者の年齢別に分類すると、「30～39歳」107人「50～59歳」106人と多く、次
いで「60歳以上」「20～29歳」の順になっている。50歳以上の労働者の割合は、186人で全体の43％
を占めている。�

　死傷災害432人を被災者の災害程度別に分類すると、１月以上の重傷災害は288人（67％）の被害が
発生していいる。�
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20歳未満�

4日以上2週未満�2週以上1月未満�1月以上3月未満�3月以上6月未満� 6月以上� 死亡�
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279

起因物別（432人）�

□仮設物・建築物・構築物等 121人　　　□用具 68人　　　□材料 43人　　　□動力運搬機 37人�
□木材加工用機械 34人　　　　　　  　　□建設用機械 28人　　　　　　  　　□その他 101人　　　　


